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は じ め に

アカネズミ Apodemus speciosusおよびヒメネズ

ミ Apodemus argenteus は北海道，本州，四国，九

州とその近隣の属島に分布する齧歯目ネズミ科の日

本固有種である（関島，2008）．本属 2種は低山から

高山までの森林および草原に数多く生息し（鳥居，

1989；小宮 2002），日本を代表する野ネズミとして

知られている．ところが 2種の外見は非常に似てお

り（阿部ほか，2005），古くから混同して扱われるこ

とが多く，特にアカネズミの幼獣とヒメネズミの成

獣では区別が難しいとされる（金子，1998）．

2種の識別方法には尾長と後足長を用いることが

有効とされ，また頭蓋骨の咬板前縁の形状の違いか

らも識別することができる（阿部ほか，2005）．そこ

で 2011 年から 2014 年までに実施された静岡県の哺

乳類調査で得られたアカネズミ及びヒメネズミの識

別を阿部ほか（2005）に従い実施した．また頭蓋骨

を観察し，両種の頭蓋骨の高さに違いがあると推測

されたため，頭蓋骨の計測をおこなったところ，新

たな知見を得られたので報告する．

材料と方法

2011 年 7 月 19 日から 2014 年 7 月 13 日までに静

岡県内 17 か所から得られたアカネズミ及びヒメネ

ズミを材料とした．調査に際しては静岡県の鳥獣

捕獲許可書を取得して実施した（許可番号 9第 26

－2－11 号）．捕獲は三宅（2005）に拠り，かご罠と

シャーマントラップ及びパンチュートラップを用い

て実施した．餌は落花生，生サナギを使用した．材

料として用いたアカネズミは 15 個体，ヒメネズミ

は 53 個体であった．これらの材料は著者らによる

調査で得たものの他に，静岡県自然史博物館ネット

ワークに持ち込まれたものも含まれている．外部計

測はMitutoyo Corporation 製 500－302 のデジタル

ノギスを用いて，尾長および後足長について 0.1 ㎜

単位で実施した．計測は，阿部ほか（2005）に拠り，

尾長は肛門を起点として材料を仰向けにし，身体を

しっかりと伸ばした状態で尾の先端（ただし，尾毛

は含まない）まで測定した．後足長は，爪を含まず

におこなった．なお，尾の先端が欠損しているもの

は除外した．
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アカネズミ属 2種の頭蓋骨における識別法

頭蓋骨は佐々木・岡（2010）の方法に拠り骨格標

本を作製し，咬板前縁の形状を観察した．阿部（2000）

に拠ると，アカネズミの咬板前縁は上顎骨の頬骨

弓基部よりも前方へ顕著に突出していて（図 1－a），

ヒメネズミは図 1－dのように上顎骨の頬骨弓基部よ

りも前方にほとんど突出することなく垂直に下がっ

ているとしている．しかし，図 1－bと図 1－c のよう

に咬板前縁が上顎骨の頬骨弓基部より前方へ緩やか

に突出している個体も確認されたので，図 1－a を A

タイプ（典型的なアカネズミの咬板前縁の形状であ

るもの），図 1－d を Bタイプ（典型的なヒメネズミ

の咬板前縁の形状であるもの），図 1－b や図 1－c を

Cタイプ（咬板前縁の形状がアカネズミもしくはヒ

メネズミのどちらか判別し難いもの）と定義し，全

ての材料を分類した．

また，頭蓋骨において咬板前縁の形状以外に両種を

識別できる箇所がないか検証を行った．頭骨標本作製

中に観察により両種の頭蓋骨の高さに違いがあると推

測された．そこで，頭蓋骨の脳函高と頭骨最大長の計

測を 0.1 ㎜単位で実施した（図 2）．なお，頭蓋骨が破

損していて計測が行えないものは材料から除外した．

結　　　果

外部計測値はアカネズミの尾長が64.0～104.9 ㎜，

後足長が 20.7 ～ 23.5 ㎜であり，ヒメネズミの尾長

が 65.9 ～ 97.5 ㎜，後足長が 16.7 ～ 19.9 ㎜であった．

図 2 側頭面からみた 2 種の頭骨（Aが頭骨最大長，B
が脳函高を指す）

図 1 咬板前縁の形状の違いa, bはアカネズミApodemus 
speciosus でc, dはヒメネズミ Apodemus argenteus



－20－

山本幸介・佐々木彰央

－21－

アカネズミ属 2種の頭蓋骨における識別法

また頭蓋骨は，咬板前縁の形状を基に図 1のように

分類したところ，Aタイプのものが 11 個体，Bタ

イプのものが 48 個体，Cタイプのものが 6個体で

あった．Cタイプの 6個体を阿部ほか（2005）に従

い尾長と後足長の計測値から 2種の識別を行ったと

ころ，1個体がアカネズミで，5個体がヒメネズミ

であった．

また頭蓋骨の計測値は，アカネズミの脳函高が 9.1

～ 10.9 mm，頭骨最大長が 22.3 ～ 29.6 mmであり，

ヒメネズミの脳函高が 7.3 ～ 8.6 mm，頭骨最大長

が 20.0 ～ 25.5 mmであった．脳函高と頭骨最大長

の散布図を作成したところ，図 3のようになり，2

種を明確に識別することができた．この結果は阿部

ほか（2005）に準じて作成した尾長と後足長の結果

（図 4）と一致した．

考　　　察

アカネズミとヒメネズミを識別する際に，咬板前

縁の形状のみを用いると，どちらとも判断しづらい

Cタイプが存在し，本調査においても Cタイプに

含まれたのが全材料中 8.8％存在した．頭蓋骨の形

状の観察による識別は，観察者の主観に拠るところ

が大きい．このことから，咬板前縁の形状のみから

2種を判断することは難しい場合がある．

一方，脳函高と頭骨最大長を用いた方法では，ア

カネズミの脳函高の最小値が 9.1 mmであり，ヒメネ

ズミの脳函高の最大値8.6 mmと明確に区分すること

ができた．この方法は数値による比較ができるため，

計測者に拠らず同様の結果が得られやすいと考えら

れる．よって，頭蓋骨における本属 2種の識別は脳

函高を用いることが有効であると考えられた．

今後は県外の個体も対象として計測をおこなうと

共に，頭骨標本だけでなく肉皮が付いた状態での識

別がおこなえるか検証していきたいと考えている． 
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図 3 頭骨最大長と脳函高の関係．◆はアカネズミ
Apodemus speciosus で◇はヒメネズミApodemus 
argenteus を示す

図 4 尾長と後足長の関係．◆はアカネズミApodemus 
speciosus で◇はヒメネズミApodemus argenteus
を示す
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